
新年おめでとうございます。                          
昨年末に気象庁が発表した年明けの3ヶ月予報による

と、「日本付近に寒気が入りやすく東日本の日本海側で

降雪量は平年より多くなる」とのことです。 

適量の降雪は水資源の確保や地域の観光にとって望ま

しいものですが、多すぎる場合は様々な影響を社会に及

ぼします。短時間に降る大雪は表層雪崩（1～2月に多い）

を発生させる原因となり、春先まで多量に残っている積

雪は全層雪崩や融雪水による地すべりを引き起こすこと

があります。住宅や農業用水などに大きな被害が出た、

新潟県上越市国川の地すべりが発生したのは昨年3月で

した。 

融雪期に発生した土砂災害（土石流、地すべり、がけ

崩れ）は過去10年間を調べると全国では合計440件です

が、このうち229件が新潟県内、しかも大半が地すべり

災害です。地すべり発生の予知・予測は難しく、被害を

小限に抑えるためにはどれだけ早く斜面の異変を発見

するかにかかっています。地面や雪面の亀裂、山鳴り、

樹木の裂ける音、沢・井戸の濁り水などが見つかったら

既に地すべりが起こり始めた可能性があります。発見し

たらすぐに役場や警察、消防にご連絡をお願いします。 

当センターは、斜面災害による被害軽減に役立つ技術

開発に取り組んで参ります。引き続き皆様のご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

 

トピックス 

■国際雪科学ワークショップ 

9月16～21日に、国際雪科

学ワークショップがアメリカ

合衆国アラスカ州アンカレッ

ジにおいて開催されました。

当センターからは池田が参加

し、「日本で観測された降雪結晶弱層の性質」(ポスター

発表)と「雪崩層の強度を考慮した積雪安定度」(口頭発

表)というタイトルで研究発表しました。 

■雪氷研究大会 

9月23日(日)～27日(木)に、雪氷研究大会が福山市立

大学(広島県福山市)で開催されました。研究発表に先立

ち開催された日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工学会雪

崩防災委員会の

合同分科会では、

野呂(所長)が昨

年の3月に上越

市で発生した国

川地すべりを融

雪災害の事例と

して紹介しました。なお、当センターでは、表に示すタ

イトルで発表しました。 
■妙高市市民大学講座 

 10 月 16 日に、妙高市市

民大学講座の皆さん 28 人

が当センターを訪れました。

この講座は妙高市の課題で

もある地域づくりの理解者・協力者を育むためのもので

あり、受講生の希望により市内にある当センターを見学

し、仕事の内容について理解を深めたいとのことで計画

されたそうです。見学では、丸山が土木研究所と当セン

ターの概要、 近の研究成果などを紹介した後、土質試

験室と低温実験室を視察していただきました。 

■秋田県仙北市玉川温泉の雪崩災害現地調査 

10 月 16 日に、秋田

県、秋田市、温泉関係

者などで構成される玉

川温泉地区利用適正化

連絡協議会の要請によ

り、今年の2月に発生

した雪崩事故に関する2度目の現地調査を行いました。

調査には当センターの野呂、池田と連絡協議会のワーキ

ンググループ及び派遣を要請された(独)防災科学技術研

究所雪氷防災研究センター新庄支所の研究者が参加しま

した。調査では、代替地の候補として挙がっている箇所

の雪崩危険性について検討しました。 

■全国地すべりがけ崩れ対策協議会研究発表大会 
11月1～2日に、平成24

年度技術研修会並びに第

66 回研究発表大会が神戸

市で開催されました。当セ

ンターからは、丸山が「地
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すべり対策概成斜面の地震による変動発生状況」、伊東が

「雪崩対策工(雪崩減勢・防護工)の合理的設計手法の検

討」と題して各々発表しました。 
■寒地技術シンポジウム 

10 月 30 日～11 月 1

日に、寒地技術シンポ

ジウムが弘前文化セン

ターで開催されました。

当センターからは、池

田による「スラブ(雪崩

層)の強度を考慮した積雪安定度の検討(その2)－1冬期

間における安定度の試算－」と、共同研究者の奥山ボー

リング(株)田中氏による「連続体モデルとVoellmy モデ

ルによる雪崩解析結果の比較」を発表しました。 

■雪崩･地すべり防止技術セミナー 

11月5日に、新潟

県妙高市において

「第7回雪崩・地す

べり防止技術セミナ

ー」が開催されまし

た。午前のセミナー

では、新潟大学理学部（災害・復興科学研究所兼務）本

田准教授に「近年の日本各地に大雪をもたらす大気循環

場の特徴」と題して、一般財団法人 砂防・地すべり技術

センターの秋山調査役（元当センター主任研究員）に「雪

崩のハザードとリスクの評価について」と題して、それ

ぞれ講演をいただきました。また、土木研究所からは火

山･土石流チームの石塚上席研究員に、「深層崩壊の実態

と 近の取り組みについて」紹介していただきました。

当センターからは丸山が「国川地すべりについて」紹介

しました。この他、午後の現場視察では、国川地すべり

の現場復旧状況を視察していただきました。 

■地震地すべりに関する国際シンポジウム 

 11 月 6～8 日に、地震

地すべりに関する国際シ

ンポジウムが群馬県桐生

市で開催されました。当

センターからは、ハスバ

ートル（前専門研究員）

と中村（前交流研究員）

が当センター在籍時の研究成果を発表しました。 

■地すべり学会新潟支部現地検討会 

 11月9日に、新潟県妙

高市において―平成 24

年融雪期に発生した地す

べり災害―と題して、国

川地すべり（新潟県上越

市）現地検討会が開催さ

れ、午前に現地視察、午後に検討会が行われました。検

討会では当センターの丸山が座長を務め、畠田が当セン

ターでの研究成果の一部を紹介しました。 

■雪崩対策に関する現地指導 

11 月 15 日に、野呂、伊

東、池田が、秋田県からの

依頼を受けて、国道341号

の鹿角市八幡平字柳沢～鹿

角市八幡平字大場谷地（仙

北市境）間の雪崩や吹雪対

策に関する現地指導を行いました。現地指導では、雪崩

や吹雪災害の発生が予見される箇所の現地の植生や地形

の状況を確認し、対策手法について解説しました。 

■地すべり対策事業に関する技術指導 

11 月 26 日に、野呂、木

村、畠田が、新潟県の要請

で上越市の国川地すべりの

対策事業に関する技術指導

を行いました。国川地すべ

りでは、頭部排土工事がほ

ぼ完了し、水路などの工事

が進められています。積雪期を迎えるにあたり、今後の

対応について技術指導をしました。 

■雪崩災害防止セミナー 

12月4日に、滋賀県長浜

市で第6回雪崩災害防止セ

ミナーが開催されました

（主催：土木研究所、共催：

滋賀県、滋賀県砂防協会、

後援：国土交通省近畿地方

整備局）。セミナーでは、新潟大学 災害・復興科学研究

所 和泉教授による「滋賀県における雪崩災害と雪氷利用

の歴史」の講演に続いて、寒地土木研究所 雪氷チームと

当センターの伊東（道路雪崩対策の課題と研究への取り

組み）が話題提供をしました。 

 

転入者あいさつ 

■受入研究員 Willi Pose（ヴィリー ポーゼ） 

私はドイツのイルメナウ工科大

学で工業物理学を学んでいます。大

学に入る前には自動車メーカーや

"fulfilled community service"で

勤務した経験があります。私は雪崩

と雪について学びたいと思い妙高

に来ました。日本の研究環境と生活様式は大変興味深い

です。日本において学ぶ機会を与えていただいたこと、

温かく迎えていただいたことに感謝いたします。 
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